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【週刊タバコの正体】 

   2023年09月    和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.56 

(No.755)第1話 もしタバコがなければ 

－タバコのせいで２１万人も亡くなっている... 

 

 今年も暑いあつい夏休みでしたが、皆さんどのように過ごしていました

か。楽しんだり学んだ事はあったでしょうか。有意義な夏休みであった事

を願っていますが、ともかく元気に登校し２学期に臨んでくれた事を喜ん

でいます。  

 さて、下のグラフは厚生労働科学研究の研究班によって公開された２０

２１年度のデータをグラフ化したものです。様々な健康被害要因別の死亡

者数を調べたものですが、そのトップにあるのが喫煙です。「タバコによ

る超過死亡２１万人」とあるのは、「もしタバコがなければ、２１万人も

の人は死なずに済んだ」はずだとも言えるのです。  

 一方、新型コロナウイルス感染症が最初に確認された２０２０年２月か

ら今年１月までの約３年間で死者の累計は６万人を超えたそうです。学校

が休校になるなど外出自粛や、ワクチン接種など、さまざまな感染防止対

策が講じられた結果の数字だと思います。  

  

 コロナの３年間で６万人に対し、タバコは１年間で２１万人もの命を

奪っています。新型コロナ感染症は国じゅうで様々な対策がとられたのに

対し、タバコはどうでしょうか。  

■Vol.56 

(No.756)第2話 安定して売れる商品 

－健康を害し人命にまで及ぶ商品なのに安定して売れ続け... 

 

 人々の健康を害し、ひいては命まで奪う事もあるタバコですが、コンビ

ニの店頭にはご覧のようにズラッと１００種類ものタバコが並んでいま

す。  

 と言うのも、左のグラフを見て下さい。なんとコンビニの売り上げの４

分の１はタバコが占めているのですから、こんなに並んでもいても不思議

ではないわけです。  

 

 厚生労働省によると、現在の喫煙率は約２０％だそうです。全国の成人

の２０％は約１４００万人に相当するので、喫煙者つまりニコチン依存症

の人がこんなに大勢いるわけです。そして、この人たちは年中タバコを購

入し続けるのですから、タバコは安定して売れ続けるわけです。  

 「どうしてタバコが売られているのか」、その理由の一つは安定して売

れ続ける商品であるからかも知れませんね。  
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■Vol.56 

(No.757)第3話 ほぼ税金 

－タバコの価格の半分以上が税金... 

 

 タバコは安定して売れ続けます。それはタバコが毎日必要なニコチン依

存症の人が大勢いるからですが、そもそもタバコっていくらするのか知っ

ているでしょうか。  

 多くの種類がありますが２０本入り一箱の値段はほとんどが５８０円で

す。一食分の食費に相当するぐらいですから安くはありません。でもじつ

は、左図のようにその値段の半分以上、５８０円のうち３５７円は税金な

のです。  

 「えっ、と言う事はほぼ税金を払っているようなものなの」なんて思い

ますよね。  

 

 ニコチン依存症の人にとっては、それでもタバコを買い続けます。つま

り、税金の行き先となる国や市町村にはタバコの売り上げは安定的な財源

となる訳です。  

 グラフにあるように、その額は国税として９５２０億円、地方税として

９９３４億円あわせて約２兆円にものぼります。  

 

 このようにタバコは社会の経済に組込まれてしまっています。タバコ

は、人々の健康以外にも影響を及ぼしている事を知っておいて下さい。 

■Vol.56 

(No.758)第4話 地元で買いましょう 

－売り上げは財政に貢献、同時に売れただけ人々の健康に害... 

  

 タバコの値段の半分以上は税金で、その内の３.７％は都道府県（※

１）に、２２.６％が区市町村（※２）に納税されます。  

 例えば２０１５年ごろには、まん中の写真のようなポスターがありまし

た。当時、１箱４８０円のタバコが売れると販売した市町村に１１４円が

入っていました。だから、「たばこは〇〇市で購入をお願いします」と呼

びかけていたのです。  

 

 ちなみに、和歌山市においても下の写真のようにタバコの自動販売機に

「地元の貴重な財源です」「地元でたばこを買いましょう」と書かれた

シールが貼られていて、それには「２９ 億３９５万円（平成２６年度）

が納められ暮らしに大きく役立っております。」と大きく記されていまし

た。  

 

 これを見ると、たばこ税は地方自治体にとっては大きな財源なので、タ

バコは売れた方が良いのでは、と思うかもしれません。しかし、それで良

いのでしょうか。  

 そんな事はないですよね。タバコが多く売れるという事は、喫煙回数や

喫煙者が増えるという事です。それはすなわち、人々の健康を大きく... 


